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教育民生常任委員会調査報告書 

 

１ 調査事件 

  英語教育の充実と学力向上について 

 

 

２ 調査目的 

   令和２年度より新学習指導要領が完全実施となり、小学校５、６年生の英語 

が教科化となった。また、ＧＩＧＡスクール構想の一環として全校生徒１人１台

のタブレット端末も整備された。教育民生常任委員会としては、英語教育の推進

と更なる学力向上のため以下の３点を調査項目とし、提言に向け調査・研究を行

うこととした。 

  （１）ＡＬＴの増員について 

  （２）国際交流による国際理解の推進について 

  （３）英語教育におけるＩＣＴの活用について 

 

 

３ 調査経過 

  所管事務調査のテーマを「英語教育における現状と課題」に決定し、令和元

年９月議員改選以降、以下のとおり本委員会において調査・研究を行った。 

  ※以下は所管事務調査のために本委員会を開催した経過のみを抜粋し記載 

 

令和元年 ９月２４日 所管事務調査について（会期中） 

     ９月３０日 所管課からの事務概要の聞き取りについて 

             所管事務調査のサイクルについて 

１０月２８日 保健福祉課から事業概要等の聞き取り 

    １１月 ８日 生活安全課、町民課から事業概要等の聞き取り 

       １４日 子ども支援課、生涯学習課、教育総務課から事業概要等

の聞き取り 

令和２年 ２月 ６日 所管事務調査テーマの絞り込み 

３月１１日 所管課の調査の実施等今後のスケジュールについて 

３月２６日 調査内容の確認について 

５月 １日 放課後児童健全育成事業の事業概要と現状及び今後の 

方針について（子ども支援課） 
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       ５月１２日 英語教育の事業概要と現状及び今後の方針について 

（学校教育班） 

５月１４日 総合型地域スポーツクラブの事業概要と現状及び今後 

の方針について（スポーツ振興班） 

子どもの居場所づくり事業・放課後子ども教室推進事 

業の事業概要と現状及び今後の方針について 

（生涯学習振興班） 

     提言のテーマを「英語教育における現状と課題について」に決定 

       ５月２１日 調査項目を三項目に決定 

       ７月 ９日 今宮淳美氏との意見交換会 

             （ＧＩＧＡスクール＆プログラミング教育について） 

             今後のスケジュールについて 

       ７月２９日 請願第２号の審査における日程調整 

             今宮淳美氏との意見交換会の検証 

             中間報告に向けてのスケジュールについて 

     ８月６日から９月４日まで全５回請願第２号の審査を行う 

       ※請願第２号 文化交流センター施設使用条件の堅持及び事業補助金増額に 

               関する請願書 

       ９月２９日 テーマ及び調査項目の再確認 

      １０月２７日 利府小学校外国語授業視察及び校長との懇談会 

      １１月１２日 利府小学校外国語授業視察の検証 

             中間報告書（案）について 

      １２月 ７日 中間報告書について（会期中） 

      １２月 ９日 １２月定例会において中間報告の報告 

  令和３年 １月１９日 視察研修の日程確認等について 

       ２月 １日 青山小学校外国語授業視察 

       ２月１５日 利府第三小学校校長との懇談会について 

       ３月 ５日 青山小学校視察及び利府第三小学校校長との懇談の検 

             証について 

     提言のテーマを「英語教育の充実と学力向上について」に変更 

       ５月１１日 提言内容等の確認について 

             今後のスケジュールについて 

       ５月２７日 利府第三小学校校長との懇談会 

       ６月 ８日 利府第三小学校校長との懇談会についての検証(会期中） 

             今後のスケジュールについて 
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       ６月２４日 松島町英語教育視察（松島町立松島第二小学校） 

       ７月１４日 松島町英語教育視察の検証について 

             提言書について 

       ８月１０日 提言書の校正について 

       ８月２４日 提言書の最終校正について 

 

４ 調査状況 

  本町の英語教育の現状 

２０２０（令和２）年度からの小学校の新学習指導要領完全実施に向けて、   

本町では英語教育の早期化、教科化に対応できるよう研究と研修を重点的に進

めてきた。その事業を推進するための中核機関として、２０１６（平成２８）

年度に、「グローバル化に対応した新たな英語教育の在り方を探る」ことと

「利府町としての特色ある英語教育を創造する」ことを目的とする英語教育指

導員会議を立ち上げ、以下の活動を推進してきた。 

 

① 小学校の英語の教科化を受け、小から中へのスムーズな移行に取り組む。 

② 小中高の交流を積極的に進め、共通理解を図り指導に生かす。 

③ 教科指導から国際理解の推進まで発展させる英語教育を進める。 

  

 ２０１７（平成２９）年度は、２０１８（平成３０）年度から始まる移行措

置に向けて、カリキュラム、時数の運用、指導方法等の論議を進め 、「町内

共通小学校カリキュラム（小３・小４英語活動１５時間、小５・小６英語５０

時間）」を提案した。また、英語指導初心者のための「クラスルームイングリ

ッシュ（第１集)」を作成し配付した。さらには、「小学校英語教育と中学校

英語教育のスムーズな移行を考えた学習指導の改善のため、「小・中・高１本

ずつの授業研修」を実施するとともに、全小学校で校内英語研修会を実施した。 

 ２０１８（平成３０）年度からは、移行措置に対応して小３・小４英語活動

１５時間、小５・小６英語５０時間の授業実施に対応するために、実際の授業 

場面ごとに使用する英会話を整理した「クラスルームイングリッシュ（第２

集）」を作成、「小・中・高それぞれ 1 本ずつの授業研修」の開催、「全国小

学校英語教育実践研究大会の参加報告研修」の実施など、小中の英語担当者の

力量の底上げを図ってきた。 

 ２０１９（平成３０）年度は、英語の苦手な担任に向けた、「We Can!」等

の付属ソフトをインストールしたパソコンを活用した授業研修、ＡＬＴを活用

した小学校の担任主体の授業研修、小中連携を意図した中学校英語の授業研修
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の３本の授業研修を実施した。さらには、今年度、採択され初めて授業で使用

される英語教科書に対応できるよう、編集担当者を招請して英語教科書活用研

修会を開催するなど、小学校の教科英語の完全実施に円滑に対応できるよう準

備を進めてきた。 

 ここまで研修を進めてきても、小学校教員の英語授業力の向上には、まだま 

だ課題があるので、令和２年度も地道に研修を企画して進めていく予定である。

映像や音声で授業を補助するＩＣＴを活用するための環境整備や「ネイティブ」

に触れる環境を子ども達に与えていくためのＡＬＴの活用なども、さらに充実

させていくよう努めていく。 

 

  視察調査報告 

 (１)利府小学校の外国語授業視察【令和２年１０月２７日】 

  ①５年２組の授業を視察 

    学級担任とＡＬＴマシュー先

生の授業であった。初めに、英

語で挨拶。その後マシュー先生

の「Do you like～」という質問

に対し、児童が挙手で「I like

～」と答える。児童は１～１０

までのカードを英語で選び、選

んだカードの矢印の方向の児童

が着席したり、起立したりゲー

ム感覚で楽しく授業が始まっ

た。授業内容は「Where is the post office？」と道を尋ね、答えるというもの

であった。その他「Turn right」「Go straight」「Excuse me」「 fire 

station」「post office」「brock」などたくさんの単語が出てきた。 

    プロジェクターで画面を大きく映し出すので、全員で理解することができ、

英語の発音にも慣れることができるようである。耳から覚えることを重視し、

意味の理解など細かく求めてはいない。子どもにより理解度は異なり、積極

的に答える生徒と戸惑う生徒が出ていることは事実である。しかし、現段階

では英語に慣れる・親しむことに重点を置いているのではないかと考えられ

る。 

    マシュー先生は日本語が堪能であり、担任とのコミュニケーションも充分

にとれているので、小学校のＡＬＴは日本語ができることが必要ではないか

と感じた。とても内容の充実した授業であった。 

 
利府小学校外国語授業視察 
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  ②利府小学校校長と教育次長との懇談 

    小学校の給食を試食しながら

懇談を行った。パンの日であっ

たが、ラタトゥイユやラビオリ

スープなど栄養バランスだけで

はなく、彩り豊かな美味しい献

立であった。 

    懇談の中で授業の始めにゲー

ムを取り入れていること、教材

の共有や打ち合わせのためにも

ＡＬＴの質は大事であるとの話があった。プロジェクターの使用については

新築時、教室に常設したので準備や片付けが楽である。一人一台タブレット

が配布されれば手元でも見ることができ、聞き取れなかった際自分で確認が

できるなど利点があるが、ノートと違って保存をしなければ手元に残らない

等の弱点がある。 

    ＡＬＴの授業のメリットは、ネイティブな英語を聞いたり話すことができ

ることである。現在しらかし台中学校の英語専科の教員が、青山小学校とし

らかし台小学校に行っている。今後、町内全ての小学校に英語専科教員を配

置して英語能力を向上させたいとの話があった。 

       

 

（２）青山小学校の外国語授業視察【令和３年２月１日】 

  授業の初めは英語で挨拶、次にその日の曜日、月、日付、天気の確認から始ま 

った。その後児童が全員起立し、専科教員やＡＬＴの過去形の疑問文「Did you…

？」に対して、「Yes，I did.」「No，I didn’t」と英語で答えたり、「What did 

you…?」に対して「I enjoyed…ing」や「I saw…」と答える英語の質疑応答があ

った。答えた児童は英語で専科教員とじゃんけんをして負けたら自分だけ、勝っ

たら「Straight」「Side」「Diagonal」を選び、選んだ方向の列の子が座るよう

なゲーム感覚の授業が行われていた。利府小学校でも教科書の内容に入る前に英

語で挨拶、その後英語でのゲーム感覚のやりとりから始まっていたので、利府町

内での共通の外国語授業の導入だと感じた。 

  その後、プロジェクターを使って歌を歌いながら全員で発音をし、教科書６８ 

ページ「小学校の思い出を伝え合おう」の授業が始まった。今回の授業は英語で

プレゼンテーションを行うというもので、専科教員が小学校の思い出の発表方法

について説明を行い、まずはＡＬＴがプロジェクターを使って出身国であるイギ

 
校長室での懇談 



- 6 - 

 

リスでの思い出や学校行事などについて紹介をした。担任の先生も思い出につい

て発表をし、ＡＬＴと担任でまず児童へ発表

についてのお手本を見せた。発表するにあた

って「Hello  everyone」や「Thank you 

for listening」など最初と最後の挨拶を行う

ことも児童へ確認を行っていた。その後児童

はグループ（４～５人程度）になり、自分の

思い出について発表をし合いグループの中で

代表者１名を決め発表をした。発表は実物投

影機で自分の書いた思い出をプロジェクター 

に映して行われていた。やはり日頃から耳で英語を聞いている分、上手に発音し、

スムーズに発表が出来ていたと思う。また、英語が苦手な生徒は英語の発音の仕方

をカタカナ語で書いていたりしていて、遅れがないような工夫をしていたのが見受

けられた。 

 授業の最後には振り返りシートを記入する時間が設けられ、専科教員からはど

こがよかったか、悪かったか等具体的に書くように指導されていた。振り返りシ

ートの記入が終わった後、次回ローマ字のテストやリスニングテストがあると専

科教員から児童へ周知され授業が終わった。 

 英語専科が主導的に授業を行っているため、分からない児童や遅れをとってい 

る児童には担任の先生が見て回ったり、グループワークをしているときはＡＬＴ

を含め３人で教室内を回って教えている様子が見受けられた。１クラス２５人～

３０人程度なので複数人で児童を指導できる

体制が整っていれば、児童間での英語力格差

はそこまで大きく広がらないのではないかと

思える。今回の授業内容が発表をメインとし

ているのもあり、英語教材（ＣＤ等）はあま

り使用していない。しかし、英語専科教員が

日本語と英語を話せるため、児童に日本語で

説明をしたり、英語で呼びかけをしたり小学

生のうちから中学生の授業の様にスムーズな

授業展開がされていることは良いことだと思った。 

  苦手意識をなくすためにも、習うより慣れる授業として、小学生のうちからＡ 

ＬＴや専科教員を活用しながら、楽しんで授業を行うことによって学力向上に繋

がるのではないかと感じた。 

 

 

 
英語専科教員による説明 

児童のサポートをする先生達 
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（３）利府第三小学校校長との懇談会【令和３年５月２７日】 

  利府第三小学校菊谷校長より、前勤務地である蔵王町の英語教育を中心に話を 

 伺った。 

 

 ①蔵王町における英語教育の取り組み 

   平成２９年文部科学省の教育課題特例校としての英語特区の指定を受けた。 

平成３０年から令和９年までの１０年間である。 

 小学校での英語教育は、歌やゲームなどで異文化に慣れ親しむ国際理解教育で

あり、中学校とのギャップがあった。 

 ２０２０年、学習指導要領が改訂され、「聞く」「読む」「話す」「書く」の

コミュニケーション能力が求められる。 

 蔵王町では、英語教育を町づくりと位置付け、教育総務課だけでなく、生涯学

習課、観光課、子育て支援課などと連携して取り組んでいる。 

 特区を取ることによって、小学校３年生からではなく、１年生から英語活動が

出来るようになり、ＡＬＴは５名配置となった。 

 小学校１、２年生は週１回の授業である。１年生でも時間内は原則日本語はな

し。担任、専科教員、ＡＬＴの３名で行い、分からない生徒には、担任がそっと

助けている。ＡＬＴ５名の他に、ＣＩＲ（国際交流員）も１名配置されているの

で、足りないところを補ってもらうことが出来る。なお、専科教員は県負担で１

名のみであったが、退職間近の教員を町独自で採用した。 

 ＡＬＴは毎日勤務し、休み時間や給食を共にするのはもちろん、水泳の授業や

運動会にも参加している。その他、

イングリッシュシネマやイングリッ

シュキャンプも企画し、絶えずＡＬ

Ｔと接することにより、英語アレル

ギーや外国人アレルギーがなく、物

怖じしない子ども達が増えている。 

 １年生からの積み重ねが、中学校

に入ってからの英語の授業にも良い

影響を及ぼしている。 

 

 ②利府第三小学校でのタブレット活用 

学び支援教室を設置し、専任の教員を加配している。現在、不登校などの生徒

５名位が通っている。パソコンよりも、タブレットの方が調べ学習を気軽に行う

ことができる点は重要である。 

 

利府第三小学校校長との懇談会 



- 8 - 

 

タブレットの持ち帰りについては、家庭によりネットワーク環境が異なること

と、破損やネットなどの悪影響に対するルール作りが必要なため、実施していな

い。 

現場は、初期設定や研修などの業務負担を抱えている。学校によりＩＣＴの専

門的知識をもった人的支援が必要だと思う。 

 

 

（４）松島町立松島第二小学校の外国語視察【令和３年６月２４日】 

 ①外国語授業参観 

  〇３年生 「I like blue、好きなものを伝えよう」 

    １人１台のタブレットに好きな 

   色で虹の絵を描く。様々な色の虹 

   が描きあがり、１人ずつ「I like 

   ～」と自分の虹の色を紹介する。 

   授業は担任とＡＬＴの２人体制で 

   行い、児童１人１人に目を配って 

   いた。 

 すべての発表後、世界の子ども達

の描いた虹を映像で紹介。時間内で

たくさんの英語に接することが出来

た。タブレットに絵を描くことは、

時間短縮にもなり、生徒達も楽しい様子で活動をしていた。 

 

 

  〇５年生 「What do you want to study？」 

  

 

 どこの学校でも行われているよう

に、歌やゲームから始まった。 

 学びたい教科や職業についてグル

ープで学習。手作りのカードを使っ

て、ゲーム性のある楽しく学べるを

実践した内容であった。 

 

 

 ３年生の授業   

 

 

５年生の授業   
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 ②松島町の英語教育 

   町内３校の小学校が１つの中 

学校に入学する。各小学校が同じ 

水準の学びでなければ困るという

ことで、英語教育に力を入れるた

め、県の英語教育の指定を受けた

（２年間）。それによって、幼少

期から小学校まで一貫した英語教

育を受けることが出来た。 

 ＡＬＴは現在２名である。町

が直接雇用（会計年度任用職

員）することで、学校のニーズに合わせた配置が可能となった。蔵王町と同じ

く課外活動にも協力し、幼児教育にも携わっている。 

 英語教育は楽しく学ぶことが基本であり、ヒアリングやスピーキングで自由

にコミュニケーションをとれるような方法を大切にしたい。アンケート調査で

も、英語が楽しいと答える割合が増えている。 

 

 

 ③「子ども英語ガイド事業」 

   観光地松島をＰＲし、松島に誇りを持てる子ども達の育成を目的に、産業振 

  興課主管で平成２８年度から始まった。英語の授業を実践する場として、令和 

  ２年度から教育課が主管となった。 

 事業費の財源は、ふるさと寄附金である。ＡＬＴも事前研修などのサポートを

行い、簡単な英語でも実際に使うことによって自信が持てると期待される。 

 コロナ禍の今年度は、動画撮影で YouTube 配信を予定している。 

 

 

 

校長室で懇談会 

※松島町教育委員会より写真提供 
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 聞くことに対して肯定的回答をした児童が９０％以上。「とても楽しい」と回答

した層が約２０％増加。否定的回答層は５％程度に減少→理由を読むと，「聞くこ

とになれた」こと，また，「自分の聞く力をＡＬＴの会話を聞くことで試そう」と

している児童が増えた。 

  

→全学年実施の複数回答可の質問に対して回答数が３３４→４９５で１６０以上増

加。６月比で増加した項目は「外国の映画やテレビが見たい」「日本を紹介した

い」「将来，英語での仕事がしてみたい」である。 

【参考資料】令和 2 年度 松島第二小学校 児童の意識調査から ～1 年間の変容 

※松島町教育委員会より資料提供 
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  松島町のＡＬＴとＣＩＲ（国際交流員）が作成した「指差し英会話シート」。 

  英語が苦手な日本人や、日本語が堪能ではない外国人でも指差しでコミュニケ 

 ーションがとれます。直接雇用ならではの松島町の取り組みです。 

  

  
※松島町教育委員会より資料提供 

【参考資料】 松島町指差し英会話シート 
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５ 「課題」及び「意見」（提言） 

 教育民生常任委員会として、令和元年９月定例会から令和３年９月定例会まで、

「英語教育の充実と学力向上について」の調査研究を行い、以下のとおり町に提言

する。 

 

（１）ＡＬＴの増員について 

「課題」 

 現在利府町では、３名のＡＬＴが配置され、中学校３校、小学校６校の英語教育 

に携わっている。 

 令和２年度の学習指導要領により、中学校の他、小学校５、６年生が年間７０時 

間、３、４年生は年間５０時間の英語教育を受けることとなった。また、５、６年 

生は評価の伴う教科である。 

 現在小学校の教員は、英語の専科免許を有していない状態である。今年度より３ 

名の英語専科教員が２校ずつ小学校を担当し、ＡＬＴと共に教育にあたっている。 

 英語を習得するには「書く」「読む」の他に「聞く」「話す」が求められ、小学 

校では特に楽しく学ぶことが大切である。更に機械を通さずに、外国人から活きた 

言語に触れることは重要であると考える。 

 コロナ禍において、県内外の視察・研修は困難な状況下であったが、英語教育に 

力を入れている３町の状況を学ぶことが出来た。 

 

 ＜利府町及び他市町村のＡＬＴ配置比較表＞          （令和３年５月１日現在） 

   
小学校（学級数） 中学校（学級数） 学級

数計 

ＡＬＴ 

（人） 

ＡＬＴ 

÷ 

学級数 

ＣＩＲ 

（人） 3 年 4 年 5 年 6 年 計 1 年 2 年 3 年 計 

利府町 13 13 13 13 52 12 11 11 34 86 3 0.035 0 

蔵王町 5 5 5 5 20 5 4 3 12 32 5 0.156 1 

七ヶ浜町 5 4 6 5 20 6 5 4 15 35 3 0.086 2 

松島町 4 4 4 4 16 3 3 3 9 25 2 0.080 0 

 ※ＣＩＲ＝国際交流員 

 

 上記のＡＬＴ配置比較表から見えることは、利府町の学級数に対するＡＬＴの人

数が圧倒的に少ないことである。雇用形態なども他町から学ぶ点は多く、顔の見え

るＡＬＴの存在が必要である。 

 

※ 
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「意見」（提言） 

 課題に述べたように、利府町では小・中学校の学級数に比べてＡＬＴの配置が非 

常に少ない。 

 「利府町総合計画」によれば「令和７年までに６名の配置」とある。国際化が急

速に進む中、遅すぎるのではないか。 

 人選・居住・経費を会社が請け負う業務委託の契約が令和３年度で終了するとの 

ことである。令和４年度からは授業以外にも自由度の高い直接雇用の道を探っては 

どうか。松島町のような会計年度任用職員として採用する方法も考えられる。 

 「楽しく学ぶこと」を主眼に、外国人アレルギーの解消と、コミュニケーション 

力を高めるためにも、次年度より生徒たちと活動を共に出来るＡＬＴ６名の配置を

求める。 

 

 

     

 

資料①-ＡＬＴを活用した英語教育（七ヶ浜町）- 

令和３年４月１９日（月） 河北新報 
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（２）国際交流による国際理解の推進について 

「課題」 

 英語教育は、学校での学びだけではなく、幼児からの学習体験や、外国人との交 

流の中で人との触れ合い、会話する機会を得ることが重要と思う。 

 利府町は近隣の仙台市や多賀城市、七ヶ浜町などに比べて国際交流に対する取り 

組みが弱い。留学生の活用や、海外と交流できる人材の発掘に力を入れ、英語教育 

に資する環境の整備が必要なのではないか。 

 

 

 

 

 

「意見」（提言） 

 利府中学校では、ＪＩＣＡを通した国際交流授業や上海の中学校との交流も始ま

った。青山小学校は、留学生と５、６年生との交流が行われていた。一言でも英語

でコミュニケーションがとれた時の子ども達の喜びが伝わってきた。 

 七ヶ浜町ではＡＬＴ３名の他に２名のＣＩＲ（国際交流員）を配置している。 

 幼稚園での英会話教室や、子育て支援センターで英語の絵本の読み聞かせなどを

行っている。 

 小学校の英語は、３、４年生からで、１、２年生は行われていない。遊び程度と

はいえ、ほとんどの幼稚園・保育園で実施されている英語によるコミュニケーショ

ンが途切れてしまう。ＣＩＲであれば、幼児や低学年の英語教育が可能となる。生

涯学習の中の異文化体験や英語を活用したプログラムも考えられる。ＳＮＳを使っ

た観光事業にも寄与できると思う。 

 国際交流を広めるために、ＣＩＲの配置も考えるべきである。 

 英語が好きになるきっかけとして、留学生や県の国際交流協会（ＭＩＡ）、ＪＩ

ＣＡなどの協力を得て、全ての小・中学校で外国人との交流が積極的に進むよう町

は支援をするべきである。テストの成績ばかりではなく、外国語を習得することに

よって開ける世界を利府町の子ども達に知ってもらいたい。  

資料②-オンラインによる国際交流員- 

令和３年６月２２日（月） 河北新報 
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（３）英語教育におけるＩＣＴの活用について 

「課題」 

 タブレット１人１台が導入され、いよいよＩＣＴ活用の授業が始まった。 

 英語の教材に関しては、動画やＣＤの教材が豊富で英語の授業での有効活用が期

待される。しかしまだ、家庭への持ち帰りが実現されず、オンライン授業の環境整

備もなされていない。 

 

「意見」（提言） 

 英語教育においては、１人１台のタブレット端末の活用は、授業内容に様々な利

点をもたらす。しかし、導入間もない現在、ＩＣＴ専門の支援員と研修は不可欠で

ある。 

 ２０１８年９月に提出した「ＩＣＴ教育について」の提言書の中で町独自のＩＣ

Ｔ教育支援員の採用を求めた。改めて、支援員の配置を求める。 

 また、破損や通信環境、ネットや YouTube 視聴などの問題で家に持ち帰らせるこ

とを禁じている。ルール作りなど問題を早期に解決し、タブレットを使ったオンラ

イン授業が可能となるよう整備を望む。 

 オンラインはコロナ禍にあって改めてその重要さが認められた。他自治体で行っ

ている数人の生徒の海外派遣よりも、クラスごと、学年ごとの外国の学校との交流

が可能となる。 

 まさに、英語を使っての国際交流がＩＣＴを活用することによって実現できるの

である。新聞等では様々な学校で交流が始まったとの記事が掲載されている。 

 町も英語に興味を示すツールとなるよう学校教育の中で、ＩＣＴを活用した授 

業に積極的に取り組む態勢を望む。 

   

 

資料③-積極的な端末の活用（奈良市）- 

令和３年６月２９日（火） 朝日新聞 

 

 


